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【標的疾患】 

尿路感染症 
 

【創薬標的】 
膜蛋白質複合体 X 
 

【創薬コンセプト】 
膜蛋白質複合体 X の機能を阻害することで、バイオフィルムの形成、維持を阻害し、

その結果、病原体の排除が容易になるとともに、抗菌薬の感受性増大が期待される薬剤 
 

【ターゲットプロダクトプロファイル】 
尿路感染症の抗菌薬治療における併用を想定 
 

【モダリティの設定】 
低分子化合物 
 

【創薬コンセプトの妥当性を支持するエビデンス】 
以下のことが PI らにより明らかにされている。 
1)  膜蛋白質複合体 X を構成する蛋白質 A の遺伝子を破壊した大腸菌株では、バイオ

フィルム形成能が低下した。 
2)  膜蛋白質複合体 X を構成するいずれのタンパクを欠失させても、バイオフィルム

形成能及び経尿道感染モデルマウスにおける大腸菌の感染能が低下した。 
 

【科学的、技術的な優位性】 
・膜蛋白質複合体 X を阻害することにより、細菌のバイオフィルム形成、病原性、感染

性を低下させるが、直接殺菌作用は示さない。そのため、細菌はこの阻害作用の耐性を

獲得しにくいと考えられる。 
・膜蛋白質複合体 X は、グラム陽性菌やヒトを含めた真核生物には存在しないため、こ



れの阻害剤は、ヒトに対する毒性が低く、乳酸菌やビフィズス菌のようなグラム陽性の

善玉菌にも悪影響を与えないことが期待される。 
・PI は、in vitro、in vivo の各種評価系を構築済みであり、また、既に保有している薬剤

耐性株及び高病原性株に加え、さらに各種菌株を入手可能な状況にある。 
 

【支援ステージにおける目標】 
・膜蛋白質複合体 X が薬剤耐性菌を含む病原性大腸菌に広く存在していることが検証で

きている。 
・膜蛋白質複合体 X の阻害によりバイオフィルムの除去が出来る可能性が示されている。 

 
【関連特許】 
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